
李　泰久氏

多くの企業のオフィスデザインを手掛けてきた李泰久さんは、「プログラミング

こそがデザイナーにとって最も大切な作業だ」と断言します。その理由は、例え

ば会議室をつくるときでも、主にブレーンストーミングを行うのか、プレゼンテー

ションに使われるのかによって空間の構成要件は異なり、結果としてデザイン

が変わってくるからだそうです。したがって、空間にどんな機能を求めるかを最

初に知ることが重要になります。そんな方針を貫くきっかけの一つが、人の動

物的な行動と空間との関係を解明した歴史的な名著との出会い。ファシリテ

ィマネジャーなどオフィスづくりに携わる人には、ぜひ目を通してほしい1冊だと、

紹介していただきました。

第20回

人は空間との関係によって行動を変える

そのことをわかってデザインしなければ

「オフィス民度」は高くなっていかない

 ●プロフィール
外資系企業を主なクライアントとして、そのファシリティーデザインとコンサルテーションを手がける。最近の代
表的なプロジェクトとして、アレン・アンド・オーヴェリー、日本オラクル、UBS銀行、キャピタル・インターナショナ
ル、リーマン・ブラザーズ、シスコシステムズ、GCA、AXA生命保険、マイクロソフトなどがある。香港、北京、ドバ
イ、ムンバイ、ソウル、シドニー等海外プロジェクトの経験も豊富。またNOPA（ニューオフィス推進協議会）の
オフィスデザイナー講座等を通し、若手デザイナーの育成にも力を入れている。IFMA（インターナショナル・フ
ァシリティー・マネジメント協会）、JFMA（日本ファシリティー・マネジメント協会）、JID（日本インテリア・デザイナ
ー協会）、JIPAT（東京インテリアプランナー協会）各会員

インテリアアーキテクト
コーポレートファシリティーコンサルタント
システムオーデザインアソシエイツ代表

▼「FMの書棚から」の下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comをご覧ください。

■ FMとは人と仕事空間をつなぐ手法である

　ファシリティマネジメント（FM）が対象にするのは「施設」ですが、その

施設を使うのは人間です。したがって、人のことを考えずに仕事を進める

ことはできません。

　もっと正確にいえば、施設とは人と空間を繋ぐモノと定義づけることが

できますから、FMの役割を整理していくと、最終的にはこうなるはずです。

FMとは、人と道具(家具や機器)と空間との関係性を目的に合わせて最

適化することである。

　今の世の中では、インターネットや携帯電話網の発達により、バーチャ

ルな世界が大きな存在になってきました。実際、これまで人と人が直接会

わなければできなかったことの多くが、仮想的な空間の上で可能になって

います。

　しかし、すべてではありません。

　ネット社会といわれる現在でも、私たちは多くのリアルな空間を利用し

ています。つまり人間と空間の関係はそれほど大きく変わっているわけで

はない。人々は多くの施設を使って空間との関係性を深めています。

　オフィスづくりの基本は、これまでも、これからも、人と道具と空間への

深い理解と工夫にあるのです。

■ 人と空間の関係を定義した古典的名著

　このような普遍の真実に気づいたとき、改めて思い出すのが、エドワー

ド・ホールの『かくれた次元』です。

　人間と空間との関わりあい方を、第一には生物学的に、第二には文化

的側面から分析して解説したこの本は、その後の施設づくりなどに大きな

影響を与えました。このため、建築分野の専門家なら、おそらく誰もが一

度は目を通しているはずです。

　残念なことに、オフィスデザイナーやファシリティマネジャーにはあまり知

られているとはいえません。ですから、この機会に、ぜひ読んでほしいのです。

　私がこの本に出会ったのが、20年ほど前、独立してデザイン事務所を

構えたころのことでした。知りあいの建築家に教わって読み始めたので

すが、ちょうど自分なりの方向性を模索していた時期だっただけに、「これ

だ！」と感動した覚えがあります。

　著者が書いているのは、決して難しいことではありません。

　私たちは、親しい人であればかなり接近してきても違和感はありません

が、知らない人が不必要に近づけば警戒しますよね。また知り合いの人

であっても、やはり一定の個人的距離は保とうとする。そんな自然な感覚

を体系化し、理論づけたのが彼なのです。

■ 動物は「距離感」によって行動を決めている

　たとえば、第三章「動物における混みあいと社会行動」の中には、個々

の動物は大きな泡や風船のようなもので囲まれており、それが個体間の

スペーシングの維持に役立っていると書かれています。

　これはどういうことかといいますと、野生の動物は人間などの「敵」が

近づいても、すぐに逃げるわけではありません。ある一定の距離になるま

ではじっとしている。そしてそこを越えてさらに近づいたところで、初めて逃

走するのです。これを逃走距離（flight distance）といい、動物の体の大

きさにほぼ比例しているそうです。

　動物を囲む「泡」はほかにもあります。

　もっとも小さいのは攻撃距離（attack distance）で、ここに入ると容

赦なく攻撃してくるのですが、その外側にもう一つ臨界距離（critical distance）

というものがあることもわかってきました。この距離に敵がいると、動物は

すぐに攻撃はしないものの、その準備として忍び寄りを始めます。

　サーカスの猛獣使いは、一見、鞭で脅しながらライオンを意のままに扱

っているように思えますが、実はこの距離感を上手に利用することでコン

トロールしているそうです。ライオンが敵意をむき出しにしてきたらすばや

く臨界距離の外に逃げ、再びタイミングを見計らって近くに寄る。この繰

り返しで猛獣の迫力を演出していきます。まさに動物の行動パターンを

熟知した方法といえるでしょう。

●08年    III 号   世界中のファシリティマネジャーにとって共通の知識になっている
　　　　　　　　　入門書と予算に関する技術を解説した実用書。　金　英範氏

●08年    II 号 　経営にとって「ファシリティ」とは、「場」とは何か？
　　　　　　　　　その本質を掴むヒントを幅広い読書から得る。　似内  志朗氏

●07年    IV 号 　プロダクトからオフィス、メディアまでユニバーサルデザインを推進していく
　　　　　　　　　「原点」になった2冊の本との出会い。　加藤公敬氏

●07年   III 号　 FMを基礎から学べる「教科書」とFM資格試験講座への参加がこれからの
　　　　　　　　  総務としての仕事のやる気を与えてくれた。　志牟田  章氏

●07年     II 号    FMはコスト管理だけが目的ではありません。ワーカーが満足できる施設を実現するには
                                サービスの本質を理解する必要があります。　菅野  誠氏

●06年    IV 号    FMのスペシャリストになるということはインフラのソフトウェアを担うのだから
                               強い信念と豊かな教養をもってほしい！　池田芳樹氏

●06年   III 号　 ファシリティマネジャーは広い「知識」に接しさらに「見識」、「胆識」へと深めなければ
　　　　　　　　  大きなプロジェクトを完遂することはできない。　小林 茂允氏

●06年    II 号　  世界中で多くのファシリティマネジャーを育てた「教科書」とも呼べる本を手にすることは
　　　　　　　　　ＦＭを基礎から学ぶうえで大きな意味があるはず。　松岡 利昌氏

●05年    IV 号    ＦＭを学ぶために必要なのは事例、データ、理論をバランスよく知ることと
                               「社会人としての勉強法」を確立していくことだ。　川村  裕氏

●05年    III 号    ハードウェアのスペックを向上させるだけでなく
　　　　　　　　　ユーザーへのサービス品質を高めるのがファシリティマネジメントの本質である。　熊谷比斗史氏

●05年    II 号    オフィスの管理を戦略的にやりたい、合理的にやりたい。
                               そう考えて実践してきたことがFMの生きた教科書になった気がする。　小山義朗氏

●04年10月号    ファシリティマネジメントのＦとＭを解説　　成田一郎氏

●04年　7月号　日本人には日本人に合った椅子がある。ファシリティマネジャーの視野を広げさせてくれる 新文化論　石井龍彦氏

●04年　4月号　FMの発祥地である米国の解説書に学ぶ施設の運営管理に必要な「手法」と「知識」　加藤達夫氏

●03年11月号　グローバルな競争力が発揮できない企業は昔の日本軍と同じ「敗因」を抱えている　中津元次氏

●03年　9月号　まずオフィスコストを正確に把握すること初心者でもFMが理解できる貴重な解説書　山下晶章氏

●03年　7月号　歴史からPMや管理会計の教科書まで多様な本がFMの知識を深くしてくれる　小林茂良氏

●03年　5月号　ワークプレイス戦略の重要性を経営者にアピールする「虎の巻」　小田毘古氏

●03年　3月号　IBMの情報化戦略は知識社会の到来を予測していた　松成和夫氏
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　今日の世界では、われわれは、多くの情報源からのデータに圧倒され、さまざまの文化に

接触し、世界中いたるところで人びとにインヴォルヴされてゆく。それとともに、世界全体と

のかかわりが失われているという意識もしだいに強くなっている。

　本書は、人間の生存やコミュニケーション・建築・都市計画といった今日的課項とふか

く結びついている“空間”利用の視点から人間と文化のかくれた構造を捉え、大量のしか

も急速に変化する情報を、ひとつの統合へと導く指標を提供するものである。

　ホールは、2つのアプローチを試みる。1つは生物学的な面からである。視覚・聴覚・嗅覚・

筋覚・温覚の空間に対する鋭敏な反応。混みあいのストレスから自殺的行為や共食いと

いった異常な行動にかられるシカやネズミの例をあげ、空間が生物にとっていかに重要な

意味をもつかを示す。人間と他の動物との裂け目は、人びとの考えているほど大きくはない。

われわれは、人間の人間たるところがその動物的本性に根ざしていることを忘れがちである。

　もう１つは文化へのアプローチである。英米人・フランス人・ドイツ人・アラブ人・日本人

などの、私的・公的な空間への知覚に関して多くの興味ぶかい観察を示し、体験の構造

がそれぞれの文化にふかく型どられ、微妙に異なる意味をもつことを示す。それはまた疎外

や誤解の源でもあるのだ。

　このユニークな把握は、人間に人間を紹介しなおす大きな助けとなり、急速に自然にと

ってかわり新しい文化的次元を創り出しつつあるわれわれに、新鮮な刺激と示唆をあたえ

てやまない。

（発行元：みすず書房のサイトより　http://www.msz.co.jp/book/detail/00463.html）
 


